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【
解
題
】

「
支
那
ニ
浄
土
真
宗
ヲ
開
キ
度
見
込
ノ
件
々
」
と
『
支
那
開
宗
見

込
』
は
、
い
ず
れ
も
日
本
の
大
分
県
に
あ
る
真
宗
東
本
願
寺
派
（
現

在
大
谷
派
）
妙
正
寺
の
僧
侶
小
栗
栖
香
頂
（
一
八
三
一 

～ 

一
九
〇
五
）
の

著
作
で
あ
る
。

 

「
支
那
ニ
浄
土
真
宗
ヲ
開
キ
度
見
込
ノ
件
々
」
は
、
香
頂
の
書
簡

集
『
八
洲
北
京
書
状
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
八
洲
北
京
書
状
』

は
未
刊
の
手
稿
で
あ
り
、
香
頂
の
実
家
で
あ
る
大
分
妙
正
寺
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。『
普
文
経
蔵
目
録
』（
妙
正
寺
所
蔵
）
に
『
八
洲
北
京
書

状
、
一
冊
』
と
載
せ
ら
れ
、
木
場
明
志
著
『
小
栗
栖
香
頂
師
百
回
忌

法
要
記
念
　
教
法
の
た
め
　
人
び
と
の
た
め
―
―
小
栗
栖
香
頂
師
の

事
績
―
―
』（
法
雲
山
妙
正
寺
、
二
〇
〇
四
年
）
の
「
妙
正
寺
蔵
書
目
録
　

⑴
自
筆
・
写
本
」
に
も
「
八
洲
北
京
書
状
　
一
巻
」
と
記
さ
れ
る
の

が
そ
れ
で
あ
る
。『
支
那
開
宗
見
込
』
に
つ
い
て
は
、
伝
本
に
関
す

る
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。

「
支
那
ニ
浄
土
真
宗
ヲ
開
キ
度
見
込
ノ
件
々
」
は
、
小
栗
栖
香
頂

が
清
朝
の
北
京
に
滞
在
中
の
一
八
七
三
年
九
月
十
三
日
に
、
大
分
に

居
る
二
人
の
実
弟
、
小
栗
憲
一
と
妙
正
寺
住
職
を
継
い
だ
小
栗
栖
大

旨
、
及
び
弟
子
の
観
源
に
宛
て
て
書
い
た
書
簡
の
一
部
に
、「
支
那

ニ
浄
土
真
宗
ヲ
開
キ
度
見
込
ノ
件
々
」と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

小
栗
憲
一
が
同
年
十
月
二
八
日
に
、
書
簡
か
ら
こ
の
部
分
を
抜
き
出

し
、
改
め
て
『
支
那
開
宗
見
込
』
と
題
し
て
真
宗
東
本
願
寺
派
の
指

導
者
に
提
出
し
た
。
こ
れ
が
、
画
期
的
な
提
案
書
と
し
て
、
浄
土
真

宗
東
本
願
寺
派
の
そ
の
後
の
中
国
布
教
戦
略
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
と
な
っ
た※
１

。 

小
栗
栖
香
頂
『
支
那
開
宗
見
込
』
解
題
と
翻
刻
㈠ 

陳
　
継
東

※
１
　
こ
の
二
つ
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、拙
著『
小
栗
栖
香
頂
の
清
末
中
国
体
験
』（
山
喜
房
仏
書
林
、二
〇
一
六
年
）第
二
章
第
二
節「
真
宗
の
中
国
布
教
戦
略
―
―『
支

那
開
宗
見
込
』」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
書
誌
的
な
区
別
の
必
要
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、
本
稿
で
は
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
『
支
那
開
宗
見
込
』
と
総
称
す
る
。
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一
八
七
六
年
八
月
に
再
度
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
小
栗
栖
香
頂
は
、

自
ら
著
し
た
布
教
用
教
科
書
『
真
宗
教
旨
』
を
携
え
て
、
他
の
同
派

僧
侶
と
共
に
上
海
を
拠
点
に
し
て
中
国
布
教
を
始
め
た
。
こ
れ
は
、

そ
れ
ま
で
中
国
に
わ
た
っ
て
仏
法
を
求
め
、
聖
地
を
巡
礼
す
る
学
習

姿
勢
を
採
っ
て
き
た
日
本
の
仏
教
者
が
、
自
派
の
教
義
を
中
国
人
に

教
え
る
側
に
立
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
長
い
日
中
仏
教
交
流
史
の
あ

り
方
を
逆
転
さ
せ
た
歴
史
的
事
件
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ

の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
ま
で
、
日
本
仏
教
の
各
宗
派
は
、

洪
水
の
よ
う
に
中
国
に
進
出
し
、
勢
力
を
拡
張
し
続
け
た
。

こ
の
歴
史
的
な
転
換
を
実
現
さ
せ
た
中
心
人
物
が
香
頂
で
あ
り
、

『
支
那
開
宗
見
込
』
こ
そ
が
浄
土
真
宗
の
中
国
布
教
の
嚆
矢
で
あ

り
、
且
つ
又
そ
の
後
の
指
針
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
香
頂
は
、

一
八
七
三
年
七
月
に
妙
正
寺
の
住
職
を
弟
に
譲
っ
て
、
単
身
で
長
崎

か
ら
蒸
気
船
に
乗
り
、
上
海
に
向
か
っ
た
。
上
海
に
し
ば
ら
く
滞
在

し
て
か
ら
、
さ
ら
に
船
で
天
津
を
経
由
し
て
北
京
に
た
ど
り
着
き
、

龍
泉
寺
と
い
う
仏
教
大
叢
林
に
身
を
寄
せ
、
そ
こ
で
は
、
北
京
語
を

学
び
つ
つ
、
中
国
の
宗
教
状
況
を
観
察
し
、
広
く
宗
教
者
や
知
識
人
、

町
中
の
庶
民
ら
と
交
遊
し
な
が
ら
、
約
一
年
間
に
わ
た
っ
て
生
活
し

た
。
そ
の
中
で
、
中
国
仏
教
者
と
議
論
を
繰
り
広
げ
、
日
中
仏
教
の

相
違
を
体
感
し
な
が
ら
、
日
本
仏
教
（
浄
土
真
宗
）
の
中
国
で
の
伝

道
の
可
能
性
を
見
出
し
、
明
治
政
府
の
神
仏
判
然
と
い
う
政
策
に
よ

る
廃
仏
毀
釈
の
打
撃
か
ら
の
活
路
を
探
り
出
そ
う
と
し
た
。『
支
那

開
宗
見
込
』
は
、
香
頂
が
北
京
に
住
み
始
め
て
か
ら
一
か
月
足
ら
ず

で
書
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
彼
は
、
当
時
の
清
朝
支

配
下
の
伝
統
仏
教
・
チ
ベ
ッ
ト
系
仏
教
・
儒
教
・
回
教
の
現
状
を
記

し
、キ
リ
ス
ト
教
の
勢
力
拡
大
の
前
に
仏
教
が
為
す
術
も
な
く
停
滞
・

衰
退
し
て
い
る
在
り
様
を
嘆
き
、
そ
の
頽
勢
を
挽
回
す
る
に
は
中
国

仏
教
者
の
覚
醒
を
促
す
必
要
が
あ
り
、
同
時
に
日
本
仏
教
（
浄
土
真

宗
）
の
中
国
布
教
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
主
張

し
た
。
間
も
無
く
、東
本
願
寺
は
香
頂
を「
支
那
布
教
係
」に
任
命
し
、

中
国
進
出
の
た
め
の
本
格
的
な
下
準
備
に
着
手
さ
せ
た
。
北
京
滞
在

中
、
香
頂
は
『
支
那
開
宗
見
込
』
の
ほ
か
に
、『
北
京
紀
事
』『
北
京

紀
遊
』『
北
京
護
法
論
』な
ど
の
書
物
を
著
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
は
、

彼
の
活
動
と
思
索
が
生
き
生
き
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
近
代
日
中
仏

教
交
流
の
初
期
段
階
の
様
相
を
解
明
す
る
上
で
大
変
貴
重
な
文
献
と

な
っ
て
い
る
。

「
支
那
ニ
浄
土
真
宗
ヲ
開
キ
度
見
込
ノ
件
々
」
が
収
め
ら
れ
て
い

る
書
簡
集
『
八
洲
北
京
書
状
』
は
、
妙
正
寺
に
現
蔵
さ
れ
、
表
紙
に

「
明
治
六
年
七
月
十
七
日
　
至
明
治
七
年
八
月
十
九
日
　
支
那
遊
履
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大
概
可
見
　
八
洲
北
京
書
状
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
半
葉
九
行
の

用
紙
が
百
二
十
八
葉
、
線
装
さ
れ
て
い
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
書
簡

に
は
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
の
番
号
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
第

六
号
書
簡
の
最
後
に
は
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
書
簡
を
送
っ
た

日
付
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
号
は
一
八
七
三
年

七
月
二
六
日
、
第
二
号
は
八
月
一
日
、
い
ず
れ
も
上
海
か
ら
送
ら
れ
、

第
三
号
は
八
月
八
日
、
第
四
号
は
八
月
十
日
、
い
ず
れ
も
天
津
か
ら

送
ら
れ
、
第
五
号
は
八
月
二
十
日
、
北
京
か
ら
送
ら
れ
た
。
第
六
号

書
簡
は
、
本
文
と
「
追
記
」
と
い
う
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
本
文

の
終
わ
り
に
は
「
已
上
二
十
二
枚
灯
下
ニ
認
メ
了
ル
、
皇
九
月
十
三

日
夜
　
清
七
月
二
十
二
日
夜
」
と
あ
り
、「
追
記
」
の
最
後
に
は
「
皇

九
月
十
六
日
　
清
七
月
二
十
五
日
　
八
洲
　
小
栗
憲
一
殿
　
妙
正

寺
大
旨
殿
　
観
源
殿
　
他
見
ハ
用
捨
ア
ル
ヘ
シ
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
二
十
二
枚
と
さ
れ
る
部
分
は
、
実
際
に
は
二
十
三
枚
で
、「
追

記
」
の
一
枚
を
加
え
る
と
、
第
六
号
書
簡
は
全
部
で
二
十
四
枚
で
あ

る
。「
追
記
」
は
、当
時
北
京
に
多
く
存
在
し
た
書
簡
配
達
業
者
「
信

局
」
に
言
及
し
て
お
り
、
第
六
号
は
九
月
十
六
日
以
後
に
、
そ
の
よ

う
な
「
信
局
」
に
依
頼
し
て
配
送
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

こ
で
「
皇
」
と
あ
る
の
は
、
明
治
政
府
が
新
た
に
採
用
し
た
西
暦

の
こ
と
で
、「
清
」
は
中
国
旧
来
の
陰
暦
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は

一
八
七
三
年
一
月
一
日
に
西
暦
を
導
入
し
た
が
、
中
国
で
は
西
暦
が

ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
香
頂
は
こ
の
二
つ
の
暦
を
日

常
生
活
の
中
で
併
記
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
追
記
」

の
最
初
に
、
香
頂
は
自
分
の
現
住
所
を
明
記
し
て
い
る
。

書
状
ノ
当
所
ハ
先
便
申
遣
通
リ

北
京
前
門
外
南
横
街
南
堂
字
胡
同
南
　
龍
泉
寺
内
清
慈
庵
日
本

香
頂

前
の
書
簡
、つ
ま
り
第
五
号
の
書
簡
で
既
に
住
所
を
伝
え
て
い
る
が
、

改
め
て
書
い
た
、
と
言
う
。
龍
泉
寺
は
当
時
の
北
京
城
外
の
西
南
に

あ
り
、
現
在
の
地
下
鉄
陶
然
亭
駅
に
近
い
。
清
慈
庵
は
龍
泉
寺
か
ら

や
や
離
れ
た
所
に
在
っ
た
が
、
現
存
し
て
い
な
い
。

こ
の
「
支
那
ニ
浄
土
真
宗
ヲ
開
キ
度
見
込
ノ
件
々
」
の
直
前
に
、
以

下
の
よ
う
な
説
明
が
有
る
こ
と
は
、十
分
留
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

以
下
ハ
両
法
主
ニ
申
シ
上
テ
貰
ヒ
度
キ
件
々
ナ
リ
、
忌
諱
ニ
触

レ
ル
処
ハ
削
ル
ヘ
シ
、
又
建
白
ニ
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
改
メ
作
ル
ヘ

シ
、
此
儘
ニ
上
覧
ニ
入
テ
ハ
不
可
ナ
リ
、
学
語
中
文
ヲ
作
ル
ニ

遑
ナ
キ
也



青山国際政経論集

− 94 − 4

つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
書
く
内
容
は
そ
の
ま
ま
二
人
の
法
主
に
呈
示

す
る
に
は
不
適
切
で
、
特
に
「
忌
諱
」（
禁
忌
）
に
触
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
削
除
し
、
適
切
に
編
集
し
て
ほ
し
い
と
い
う
注

文
を
付
け
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
香
頂
は
こ
の
内
容
を
兄
弟
間

の
私
的
な
意
見
交
換
の
為
に
書
い
た
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
実
弟

の
手
を
借
り
て
門
主
に
提
出
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
小
栗
憲
一
は
兄
の
意
を
十
分
に
理
解
し
、
表
現
か
ら
文

章
の
構
成
ま
で
調
整
を
行
い
、最
終
的
に
同
年
十
月
二
十
八
日
に『
支

那
開
宗
見
込
』
と
し
て
編
集
し
直
し
た
も
の
を
、
本
宗
の
指
導
者
に

報
告
し
て
い
る
。

『
支
那
開
宗
見
込
』は
、大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、

現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は

検
索
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
筆
者
は
、
同
大
学
教
授
の
木
場
明
志

先
生
か
ら
そ
の
複
製
品
を
入
手
し
、
研
究
に
活
用
す
る
よ
う
励
ま
さ

れ
た
。
木
場
先
生
は
小
栗
栖
香
頂
を
は
じ
め
、
東
本
願
寺
派
（
大
谷

派
）の
中
国
布
教
史
に
関
す
る
多
く
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
ら
れ
た
、

こ
の
分
野
の
指
導
者
的
な
存
在
で
あ
り
、
筆
者
は
そ
の
学
恩
を
深
く

蒙
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
直
接
交
流
し
ご
教
導
を
仰
ぐ
こ
と
も
で

き
た
。
こ
の
資
料
は
、木
場
先
生
が
生
前
に
整
理
・
公
表
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
翻
刻
が
、
多
少
な
り
と
も
学
恩
に
報
い
る

こ
と
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

筆
者
の
手
許
に
あ
る
複
製
資
料
は
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
も
の
で
、
最

初
の
頁
に
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
か
れ
た
以
下
の
よ
う
な
説
明
文
が

あ
る
。大

谷
大
学
図
書
館
所
蔵（
宗
史
編
修
所
旧
蔵
貴
重
書
扱
い
図
書
）

『
支
那
開
教
見
込
』（
小
栗
栖
香
頂
書
柬
中
抜
萃
　
小
栗
憲
一
写
　

明
治
六
年
（
１
９
７
３
年
）
十
月
）

「
開
教
」
と
「
１
９
７
３
年
」
は
、
明
ら
か
な
誤
記
で
、「
開
宗
」

「
１
８
７
３
年
」
と
あ
る
べ
き
所
で
あ
る
。
こ
の
説
明
文
を
書
い
た

者
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
面
の
左
頁
の
右
上
に
「
宗
編
　
95
　
１
」

と
い
う
三
段
の
図
書
請
求
記
号
が
付
い
て
い
て
、「
宗
史
編
修
所
」

の
所
蔵
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
こ
の
左
頁
に
は
以
下
の
よ

う
な
文
が
見
え
る
。

明
治
六
年

癸
酉
十
月

大
門
殿
下
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新
門
殿
下

　
　
呈
　
清
覧
　
　
小
栗
憲
一
写
上

支
那
開
宗
見
込
　
香
頂
書
柬
中
抜
萃

小
栗
憲
一
が
前
述
の
書
簡
を
抜
粋
し
、「
支
那
開
宗
見
込
」
と
改

題
し
、
自
ら
そ
れ
を
清
書
し
て
、
同
年
十
月
に
真
宗
東
本
願
寺
派
前

門
主
の
厳
如（
大
門
殿
下
）と
新
門
主
の
現
如（
新
門
殿
下
）に
提
出
し
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
頁
の
本
文
の
冒
頭

に
は
「
支
那
ニ
浄
土
真
宗
ヲ
開
キ
度
見
込
ノ
件
々
」
と
あ
り
、
小
栗

栖
香
頂
の
書
簡
に
あ
る
題
名
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
は

半
葉
十
行
で
、
版
心
下
方
に
「
東
本
願
寺
」
と
印
字
さ
れ
て
お
り
、

全
部
で
十
八
枚
で
あ
る
。

『
支
那
開
宗
見
込
』
の
最
後
に
は
、
小
栗
憲
一
が
こ
の
中
国
布
教

提
案
書
の
経
緯
を
記
し
た
短
い
跋
が
付
さ
れ
て
い
る
。

此
レ
長
公
支
那
ヨ
リ
弟
旨
ト
余
ト
ニ
贈
ル
柬
ナ
リ
丁
寧
反
復
唯

意
ノ
通
ス
ル
ヲ
主
ト
ス
固
ヨ
リ
文
章
ノ
錯
雑
ニ
論
ナ
シ
看
者
唯

ソ
ノ
一
片
護
法
ノ
赤
心
ヲ
領
セ
ハ
足
レ
リ
文
中
「
教
師
タ
ル
者

ハ
千
辛
万
苦
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
者
ナ
リ
ト
決
心
ス
ヘ
シ
」
ノ
一
語

コ
レ
篇
中
菩
提
心
ノ
滴
膏
血
ナ
リ
一
様
新
聞
家
ノ
夢
想
ニ
非
ス

尓云
　
酉
十
月
廿
八
日
　
弟
不
学
記

「
長
公
」
は
小
栗
栖
香
頂
の
尊
称
で
、
弟
の
「
旨
」
と
は
末
弟

の
大
旨
或
い
は
珍
旨
の
こ
と
で
あ
る
。
酉
十
月
二
十
八
日
は
西
暦

一
八
七
三
年
十
月
二
十
八
日
に
当
た
る
。
香
頂
は
決
し
て
一
般
の
新

奇
を
渉
猟
す
る
「
新
聞
家
」
で
は
な
く
、
仏
法
を
守
る
た
め
に
、「
千

辛
万
苦
」
を
辞
さ
な
い
宗
教
家
で
あ
る
、
と
し
て
、
こ
の
中
国
布
教

提
案
書
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

中
国
で
の
真
宗
の
布
教
を
主
張
す
る
こ
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
、

基
本
的
に
同
じ
構
成
で
、
五
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
最
初
の
部
分
は

文
明
開
化
論
に
基
づ
い
て
、
先
に
文
明
化
さ
れ
た
日
本
に
は
、
い
ま

だ
文
明
化
し
て
い
な
い
中
国
を
導
い
て
開
化
さ
せ
て
い
く
義
務
が
あ

る
と
説
き
、日
本
の
中
国
進
出
は
文
明
開
化
の
当
然
の
要
請
で
あ
り
、

中
国
で
文
明
開
化
を
順
調
に
進
め
る
に
は
、
人
心
を
得
る
上
で
浄
土

真
宗
に
勝
る
も
の
は
な
い
、
と
論
じ
る
。
つ
ぎ
に
、
中
国
仏
教
の
現

状
と
、
衰
退
し
た
中
国
仏
教
に
取
っ
て
代
わ
る
べ
き
浄
土
真
宗
の
中

国
布
教
を
説
く
。
中
国
布
教
の
構
想
と
し
て
は
、
南
京
を
中
心
に
本

寺
を
創
立
し
、
中
国
十
八
省
そ
れ
ぞ
れ
に
別
院
を
設
立
す
る
と
し
て

い
る
。
布
教
に
当
た
っ
て
は
、「
孔
子
教
」
を
利
用
す
る
こ
と
、
婦
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女
を
纏
足
か
ら
解
放
す
る
こ
と
、
ア
ヘ
ン
戒
を
設
け
て
中
国
人
に
ア

ヘ
ン
を
吸
う
悪
習
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
ア
ヘ
ン
戒
を
設
け
る
べ
き
だ
と
い
う
記
述
か

ら
は
、
浄
土
真
宗
の
戒
律
を
設
け
な
い
と
い
う
教
義
と
伝
統
に
対
し

て
、
中
国
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
彼
の
考
え
が
読
み
取
れ
る
。
第
三
の
部
分
で
は
、
喇ラ

嘛マ

教
と
の

連
携
、
第
四
の
部
分
で
は
、
回
教
と
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
対
応
な
ど
が

述
べ
ら
れ
、
最
後
に
中
国
布
教
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
浄
土
真
宗

内
部
で
も
改
革
の
必
要
性
が
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

『
支
那
開
宗
見
込
』
は
真
宗
お
よ
び
日
本
仏
教
全
体
の
進
路
を
示

し
た
一
大
企
画
書
で
あ
り
、
そ
の
後
の
日
本
仏
教
が
実
際
に
歩
ん
だ

道
は
、
正
に
そ
こ
に
示
さ
れ
た
方
向
性
を
辿
っ
て
い
る※
２

。 

以
下
相
違
点
は
次
号
の
『
支
那
開
宗
見
込
』
㈡
の
注
で
示
す
。

本
資
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
奥
山
光
氏
に
多
大
な
ご
助
力
を

頂
い
た
。
奥
山
氏
は
東
京
大
学
で
国
語
学
を
専
攻
し
て
お
ら
れ
、
丁

度
修
士
論
文
を
提
出
さ
れ
る
所
で
あ
っ
た
が
、
資
料
の
解
読
に
当

た
っ
て
そ
の
知
識
・
能
力
を
発
揮
し
、
翻
刻
の
質
を
大
幅
に
高
め
て

下
さ
っ
た
。
本
学
同
僚
の
橋
本
秀
美
教
授
、
成
城
大
学
の
陳
力
衛
教

授
か
ら
も
貴
重
な
ご
助
言
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
、田
中
芳
秀
氏
に
は
、

本
文
の
製
版
に
ご
協
力
頂
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
四
氏
に

感
謝
の
意
を
表
す
る
。
な
お
、
本
研
究
は
二
〇
二
二
年
度
青
山
学
院

大
学
国
際
政
治
経
済
学
部
附
置
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
成
果
発
信

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

※
２
　
陳
継
東
『
小
栗
栖
香
頂
の
清
末
中
国
体
験
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
六
年
、
二
〇
八
頁
）
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支
那
ニ
浄
土
真
宗
ヲ
開
キ
度
見
込
ノ
件
々

凡
例

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
、
現
在
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。
例
え
ば
、

无
→
無
　
尓
→
爾
　
㕝
→
事
　
袄
→
襖
　

　
　
筆
画
の
省
略
も
、
通
常
の
字
形
に
改
め
た
。
例
え
ば
、

艹
艹
→
菩
薩

　
　
本
来
異
な
る
二
つ
の
文
字
が
現
在
通
行
の
字
体
で
は
区
別
さ
れ
な
い
場

合
や
、
異
な
る
二
字
が
相
通
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
底
本
の
字
体
を

保
存
し
た
。
例
え
ば
、

　
　
　
臺

≠

台
　
餘

≠

余
　
絲

≠

糸
　
辨

≠

弁
　
哥

≠

歌
　
迠

≠

迄

一
、
読
点
を
新
た
に
加
え
た
他
、
適
宜
段
落
を
分
け
て
改
行
一
字
下
げ
と
し

た
。
底
本
に
「
○
」
で
区
切
り
が
示
さ
れ
て
い
る
個
所
は
、
改
行
一
字
下

げ
と
し
た
上
で
「
○
」
を
残
し
た
。

一
、
底
本
に
文
字
の
修
正
が
見
ら
れ
る
場
合
、
修
正
後
の
文
字
の
み
を
翻
刻

し
た
。

一
、
底
本
に
お
い
て
、
補
記
挿
入
さ
れ
た
部
分
は
、〔
　
〕
に
入
れ
て
示
し
た
。

一
、
底
本
の
割
書
注
は
、
小
字
単
行
と
し
た
。

一
、
底
本
に
見
ら
れ
る
右
傍
線
及
び
左
傍
線
は
、
底
本
の
通
り
に
示
し
た
。

一
、
欄
外
の
書
き
入
れ
は
、
適
宜
本
文
中
に
挿
入
し
、〈
小
字
〉
で
示
し
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
字
に
対
し
て
は
、
正
し
い
と
思
わ
れ
る
文
字
を
「
〇
〇
か
」

と
し
て
ル
ビ
で
示
し
た
。

一
、
疑
義
が
あ
る
場
合
、
適
宜
注
釈
を
施
し
た
。

一
、
書
名
の
類
は
一
般
的
な
漢
字
表
記
に
改
め
、『
　
』
に
入
れ
て
示
し
た
。
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我
カ
眼
鏡
ハ
若
目
鏡
ニ
シ
テ
、
今
ヨ
ク
ハ
用
ヲ
ナ
サ
ヌ
、
北
京
ニ

テ
老
眼
鏡
ノ
目
ニ
適
ス
ル
ヲ
求
ン
ト
欲
ス
ル
也
、
嗚
乎
残
年
ナ
ル
コ

ト
也
、
大
人
四
十
三
歳
中
風
ヲ
発
シ
、
其
以
前
ヨ
リ
眼
鏡
ヲ
用
ヒ
玉

ヒ
シ
カ
、
予
ハ
中
風
ハ
発
セ
ネ
ト
モ
、
遠
眼
ニ
ナ
ル
ト
ハ
衰
兆
、
口

惜
シ
キ
コ
ト
也
、
公
等
モ
身
用
心
第
一
ナ
リ
、
死
シ
テ
ハ
護
法
出
来

ヌ
ナ
リ
、
来
年
〔
此
地
ニ
〕
越
年
カ
出
来
ネ
ハ
、
五
月
ニ
ハ
五
臺
ニ

上
リ
、
六
月
上
海
ニ
返
リ
、
天
台
山
ニ
上
リ
、
七
月
ニ
帰
国
セ
ン
ト

欲
ス
ル
ナ
リ
、
下
文
ヲ
見
テ
予
カ
進
退
ヲ
申
シ
遣
ス
ヘ
シ※
１

、

○
以
下
ハ
両
法
主
ニ
申
シ
上
テ
貰
ヒ
度
キ
件
々
ナ
リ
、
忌
諱
ニ
触

レ
ル
処
ハ
削
ル
ヘ
シ
、
又
建
白
ニ
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
改
メ
作
ル
ヘ
シ
、

此
儘
ニ
上
覧
ニ
入
テ
ハ
不
可
ナ
リ
、学
語
中
文
ヲ
作
ル
ニ
遑
ナ
キ
也
、

支
那
ニ
浄
土
真
宗
ヲ
開
キ
度
見
込
ノ
件
々

〇
朝
廷
ノ
開
化
ニ
労
シ
玉
フ
ヲ
管
見
ス
ル
ニ
、
支
那
ノ
御
世
話
ヲ

ナ
サ
レ
ル
思
召
ニ
相
違
ナ
キ
也
、
法
主
ハ
此
処
ニ
屹
度
注
意
ナ
サ
レ

タ
キ
也
、
既
ニ
開
ケ
タ
ル
国
ハ
開
ク
ニ
及
ハ
ヌ
、
開
ケ
サ
ル
処
ハ
互

ニ
世
話
シ
テ
開
テ
ヤ
ル
カ
万
国
ノ
心
切
ナ
リ
、

大
沽
ヨ
リ
北
京
迠
邦
里
五
十
里
ノ
間
、
山
ト
云
ハ
ナ
キ
渺
々
タ
ル

大
野
也
、
河
水
大
ニ
溢
レ
テ
田
地
モ
ク
ス
レ
ナ
リ
ニ
ナ
リ
テ
ア
リ
、

定
テ
禹
ノ
水
ヲ
治
メ
タ
後
ハ
誰
モ
水
ヲ
治
ム
ル
モ
ノ
ハ
ナ
キ
ト
見
ヘ

タ
リ
、
コ
レ
ヲ
〔
我
〕
西
京
ノ
八
幡
ノ
大
隄
、
及
ヒ
越
後
ノ
寺テ
ラ

泊
ト
マ
リ

ノ
新
川カ
ワ

ノ
如
ク
、
河
勢
ヲ
イ
ク
ツ
ニ
モ
殺
キ
、
処
々
ニ
大
隄
ヲ
築
ハ
、

今
ノ
如
ク
不
毛
ニ
ハ
ナ
ル
マ
ヒ
、
蒸
気
ハ
天
津
迠
ナ
リ
、
天
津
ヨ
リ

通
州
迠
ハ
川
舟
ナ
リ
、
コ
レ
モ
川
蒸
気
ヲ
利
セ
ハ
、
一
日
ニ
シ
テ
北

京
ニ
達
ス
ヘ
キ
也
、
一
瓶
ノ
凍
ル
天
下
ノ
寒
ヲ
知
ル
ヘ
シ
、
支
那
ノ

迂
ナ
ル
コ
ト
ハ
万
事
此
通
リ
也
、
コ
レ
ヲ
外
国
人
ヨ
リ
種
々
ニ
申
出

ル
様
子
ナ
レ
ト
モ
用
ヒ
ヌ
、
不
便
利
ナ
ル
ヲ
以
テ
却
テ
要
害
ト
ス
ル

ナ
リ
、

支
那
ノ
人
情
ト
シ
テ
、
西
洋
ヲ
大
ニ
嫌
ヒ
、
朝
鮮
ト
日
本
ト
ヲ
ハ

愛
ス
ル
也
、
朝
鮮
ニ
ハ
人
ナ
シ
、
日
本
ヨ
リ
忠
告
セ
ネ
ハ
此
頑
固
ハ

改
ラ
ヌ
也
、
併
シ
日
本
ヨ
リ
政
府
ノ
威
ヲ
以
テ
云
テ
ハ
、
行
レ
ヌ
ナ

リ
、
教
師
ニ
如
ハ
ナ
キ
也
、
依
テ
僧
徒
先
入
シ
テ
、
コ
レ
ニ
〔
教
ニ
〕

易
往
ノ
大
道
ト
今
生
ノ
便
利
ト
ヲ
以
テ
セ
ハ
、
必
ス
皇
国
ノ
心
切
ニ

感
心
ス
ル
ニ
相
違
ハ
ナ
キ
也
、
既
ニ
副
島
公
十
九
条
ノ
条
約
ヲ
結
ヒ※
２ 

、
又
外
国
ト
婚
姻
モ
御
免
ニ
ナ
リ
タ
ル
事
故
ニ
、
支
那
朝
廷
ヨ
リ
本

朝
皇
上
ノ
御
子
孫
ヲ
養
子
ニ
貰
ン
ト
申
シ
出
ニ
ハ
、
満
州
人
ニ
ハ
ヤ

ラ
ヌ
ト
ハ
仰
セ
ラ
レ
マ
ヒ
、
養
子
ニ
ナ
リ
玉
ヒ
テ
モ
、
人
心
ヲ
得
テ

置
ネ
ハ
不
都
合
ノ
事
モ
ア
ル
ナ
リ
、
人
心
ヲ
得
ル
ハ
我
真
宗
ニ
如
ハ

ナ
キ
也
、
法
主
モ
此
ニ
注
意
ア
リ
タ
キ
也
、

方
今
〔
我
〕
朝
廷
、
西
洋
各
国
ニ
遊
学
ニ
遣
シ
玉
フ
ハ
、
彼
長
ヲ
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※
１
　
こ
の
一
段
落
の
前
に
同
年
八
月
二
一
日
以
来
の
出
来
事
を
記
す
長
い
文
章
が
あ
る
が
、
浄
土
真
宗
布
教
の
提
案
と
直
接
関
係
な
い
た
め
省
い
た
。
本
文
の
整
理
は

影
印
資
料
の
第
二
二
頁
の
上
段
左
か
ら
第
三
二
頁
の
上
段
右
ま
で
と
な
る
。

※
２
　「
日
清
修
好
条
規
」
は
全
十
八
条
か
ら
な
り
、
一
八
七
三
年
四
月
三
〇
日
に
天
津
で
日
本
外
務
大
臣
副
島
種
臣
と
李
鴻
章
と
の
間
で
批
准
交
換
が
行
わ
れ
た
。

十
九
条
と
す
る
の
は
、
小
栗
栖
の
誤
記
か
。

※
３
　「
元
ヨ
リ
明
末
ニ
移
リ
」
の
誤
写
か
。

※
４
　
文
字
の
省
略
を
表
す
縦
線
は
、「
―
」
で
翻
刻
し
た
。
そ
の
本
数
は
省
略
し
た
字
数
に
対
応
し
て
い
る
。

取
ン
為
ナ
リ
、
深
意
ハ
支
那
ニ
ア
ル
ニ
相
違
ナ
キ
也
、
機
ニ
先
テ
事

ヲ
ナ
ス
ハ
、
僧
徒
護
法
ノ
急
務
ナ
リ
、
例
セ
ハ
英
ノ
三
島
ニ
シ
テ
、

其
政
事
ノ
仕
方
ハ
三
島
斗
リ
ノ
政
事
ノ
仕
方
ニ
ハ
非
ル
也
、
広
ク
宇

内
ノ
政
事
ヲ
ナ
ス
存
念
ト
見
ヘ
ル
、
依
テ
先
ツ
自
国
ヲ
開
化
シ
、
遂

ニ
ア
メ
リ
カ
迠
手
ヲ
附
ケ
、
五
印
度
七
分
通
リ
手
ヲ
延
セ
リ
、
是
目

ヲ
着
ク
ル
大
ナ
ル
ニ
ヨ
ル
也
、
我
朝
廷
ノ
御
政
事
モ
大
ニ
英
ノ
開
化

ニ
似
タ
リ
、
堯
舜
ノ
民
ハ
比
屋
可
封
、
日
本
国
中
尽
ク
兵
ニ
ナ
リ
、

尽
ク
学
ニ
入
テ
学
者
ニ
ナ
ラ
ハ
、
外
国
ノ
世
話
ス
ル
ヨ
リ
仕
方
ハ
ナ

キ
ナ
リ
、
併
シ
英
ノ
外
国
ニ
手
ヲ
ツ
ケ
ル
ハ
、
暴
威
ヲ
以
テ
ス
ル
コ

ト
ア
リ
、
依
テ
怨
ヲ
米
及
印
度
ヨ
リ
受
ル
コ
ト
往
々
ア
ル
也
、
皇
国

ハ
他
ノ
国
ヲ
侵
奪
ス
ル
ニ
及
ハ
ヌ
、
自
然
ニ
感
心
シ
テ
互
ニ
世
話
ス

ル
様
ニ
ア
ル
カ
千
秋
ノ
長
策
ナ
リ
、
西
洋
各
国
ハ
多
ハ
開
ケ
タ
リ
、

亜
弗
利
伽
及
メ
キ
シ
コ
辺
ハ
未
タ
開
ケ
サ
レ
ト
モ
、
其
隣
国
ノ
米
英

ヨ
リ
世
話
ス
ヘ
シ
、
支
那
ノ
世
話
ハ
日
本
ヨ
リ
気
ヲ
附
ル
カ
隣
国
ノ

好
ミ
ナ
リ
、

支
那
ヲ
開
化
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
件
々
ハ
、
第
一
ニ
仏
法
ナ
リ
、
漢
以

来
ノ
仏
法
故
ニ
、儒
仏
両
道
ハ
自
然
ニ
人
心
ニ
ソ
ミ
附
テ
居
ル
ナ
リ
、

然
ニ
古
ハ
天
台
・
浄
影
・
玄
奘
・
慈
（
慈
恩
か
）・
賢
首
・
清
涼
等
ノ
豪
傑
、

時
機
ヲ
見
テ
仏
法
ヲ
一
新
ス
ル
故
ニ
、
教
法
モ
行
レ
タ
レ
ト
モ
、
明

末
ヨ
リ
元
ニ
移
リ※
３ 

、
方
今
ニ
来
テ
ハ
唯
一
不
立
文
字
ノ
弊
斗
リ
残

リ
テ
、
更
ニ
仏
法
ヲ
更
張
ス
ル
ノ
活
眼
ナ
キ
也
、

北
京
ニ
大
小
百
ケ
寺
餘
ア
リ
、
学
問
ヲ
ス
ル
ハ
唯
龍
泉
寺
一
ケ
寺

ナ
リ
、
其
餘
ハ
尽
ク
不
立
文
字
ナ
リ
、
可
悲
ノ
至
ナ
リ
、
五
臺
山

ニ
六
百
寺
ア
リ
、
娥
（
峨
か
）

眉
山
ニ
一
百
寺
ア
リ
普
賢
浄
土
、
普
渡
（
陀
か
）

山
ニ

二
百
寺
ア
リ
観
音
浄
土
、
九
華
山
ニ
一
百
寺
ア
リ
、〈
四
大
名
山
、
五
臺
山 

文
殊
浄
土
、
蛾
（
峨
か
）眉

山 

普
賢
―
―
、
九
華
山 

地
蔵
―
―
、
普
渡
（
陀
か
）山 

観
音
―
―
、
八
大
寺
、

柏
林
寺
、
法
眼
寺
、
万
寿
寺
、
大
城
寺
、
拈
花
寺
、
臥
仏
寺
、
賢
良
寺
、
広
通
―※４
、
此

中
拈
花
寺
ハ
華
厳
宗
、
広
通
寺
ハ
法
相
宗
ト
事
ナ
リ
、
慥
ナ
ル
コ
ト
ハ
後
日
申
シ
送
ル

ヘ
シ
、
人
ハ
ア
レ
ト
モ
宗
風
ハ
ナ
ヒ
ト
云
コ
ト
ナ
リ
、〉 

其
餘
ニ
寺
ノ
集
タ
ル
処

ハ
ナ
キ
也
、
北
京
ヨ
リ
想
像
シ
、
又
郷
試
ノ
人
ニ
問
ニ
、
何
レ
モ
高
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僧
ハ
ナ
キ
也
、
唯
旧
習
ニ
テ
葬
式
ノ
棺
ヲ
一
年
ノ
間
寺
ニ
ア
ツ
ケ
ル

ト
、
現
世
ノ
僥
倖
ヲ
祈
ル
ト
ノ
ミ
、
僧
ハ
何
ヲ
目
的
ト
シ
テ
念
仏
ス

ル
カ
、
俗
ハ
腹
中
ニ
仏
法
ト
云
ハ
ナ
キ
也
、
本
朝
ニ
モ
真
宗
ナ
ク
ハ
、

支
那
ノ
僧
俗
ノ
如
ク
ナ
ル
ヘ
シ
、
屹
度
一
洗
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
現
ニ

八
大
寺
ノ
魁
タ
ル
柏
林
寺
ハ
、
二
層
ノ
本
堂
ア
リ
、
数
十
ノ
房
舎
ア

レ
ト
モ
、
僧
ハ
僅
ニ
十
四
人
ナ
リ
、
本
月
十
一
日
清
七
月
二
十
日
上
海

ノ
龍
華
寺
ノ
老
僧
此
ニ
召
シ
テ
聞
テ
尋
ル
ニ
、
此
寺
ハ
頗
ル
大
寺
ナ

レ
ト
モ
、
今
ハ
一
切
経
ノ
板
木
ノ
元
方
ニ
シ
テ
、
本
堂
ノ
左
右
及
楼

上
、
及
左
右
ノ
二
層
楼
、
尽
ク
板
木
斗
リ
ナ
リ
、
三
千
両
一
両
十
三

弔
ト
云
ナ
リ
、
洋
銀
一
元
八
弔
ニ
当
ル
ナ
リ
ニ
シ
テ
蔵
経
ヲ
求
メ
ル
ナ
リ
、

此
中
運
上
千
百
両
、
紙
代
印
工
千
両
、
柏
林
寺
ニ
謝
儀
四
百
両
、
其

餘
雑
用
四
百
両
ト
云
ナ
リ
、
如
是
蔵
経
ヲ
売
テ
渡
世
ス
ル
位
ナ
リ
、

二
層
ノ
楼
上
モ
鳩
ノ
糞
斗
リ
ニ
シ
テ
足
ノ
踏
ム
ヘ
キ
地
ナ
キ
也
、
仏

像
ハ
イ
カ
ニ
モ
殊
勝
ノ
彫
刻
ナ
レ
ト
モ
、
五
六
十
年
モ
掃
除
ハ
セ
ヌ

ト
見
ヘ
タ
リ
、
コ
レ
ヲ
以
テ
支
那
僧
ノ
直ネ

打
ハ
分
ル
也
、
唯
土
風
ト

シ
テ
僧
寺
ハ
存
ス
ル
迠
ナ
リ
、今
改
革
セ
ネ
ハ
耶
蘇
教
ニ
ナ
ル
ヘ
シ
、

徳
川
家
鎖
港
以
来
、
外
国
ノ
事
ニ
暗
キ
故
ニ
、
隣
国
ノ
世
話
シ
テ
ヤ

ラ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
、
一
向
気
カ
付
ヌ
様
ニ
ナ
リ
タ
リ
、
不
人
情
ノ

至
リ
ナ
リ
、
既
ニ
長
毛
ノ
賊
モ
八
万
里
外
ノ
仏
蘭
西
ニ
タ
ノ
ン
テ
征

伐
セ
リ
、
日
本
隣
国
ニ
ア
リ
ナ
カ
ラ
加
勢
モ
セ
ヌ
ト
云
ハ
、
鎖
港
ノ

弊
ト
云
ヘ
シ
、
況
ヤ
僧
徒
ハ
衆
生
無
辺
ノ
大
道
志
ヲ
興
サ
ハ
、
支
那

ノ
法
滅
ヲ
傍
観
ス
ル
ハ
ア
ル
マ
シ
キ
コ
ト
也
、

〇
真
宗
ヲ
興
サ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
長
城
以
東
ノ
地
ニ
一
本
寺
ヲ
作
ル

ヘ
シ
、
長
城
以
西
ハ
喇
嘛
教
大
ニ
繁
昌
シ
テ
ア
リ
、
回
教
モ
及
ハ
ヌ
、

長
城
以
西
ノ
旧
漢
地
ハ
、
南
京
ヲ
以
テ
中
央
ト
ス
ヘ
シ
、
南
京
ニ
寺

ヲ
作
ル
コ
ト
大
ニ
可
ナ
ル
ヘ
シ
、
爰
ニ
東
西
ノ
御
連
枝
一
人
ヲ
廟
主

ト
ス
ヘ
シ
、
舟
ノ
便
利
モ
ヨ
シ
、
内
ニ
ハ
本
願
他
力
ノ
利
ア
リ
、
外

ニ
ハ
肉
食
妻
帯
ノ
便
ア
リ
、
大
ニ
学
校
ヲ
立
テ
、
天
台
以
来
ノ
教
法

ヲ
講
シ
、
日
別
ニ
説
法
会
ヲ
開
ハ
、
支
那
僧
〔
モ
〕
始
ハ
妬
ム
ヘ
シ
、

次
ニ
ハ
陰
ニ
罵
ル
ヘ
シ
、
後
ニ
一
同
ニ
帰
依
ス
ヘ
シ
、
小
子
飽
迠
支

那
僧
ノ
真
宗
ニ
帰
ス
ル
兆
ア
ル
コ
ト
ヲ
目
撃
セ
リ
、

〇
先
南
京
ヲ
本
寺
ト
シ
テ
、
十
八
省
内
ニ
両
〔
人
〕
宛
道
心
堅
固

ノ
僧
ヲ
遣
リ
、
説
教
セ
シ
ム
ヘ
シ
、
寺
ヲ
作
ル
ニ
ハ
及
ハ
ヌ
、
フ
ル

キ
寺
イ
ク
〔
ツ
〕
モ
ア
リ
、
買
テ
モ
可
ナ
リ
、
亦
仏
蘭
斯
僧
ノ
如
ク

商
店
ヲ
開
ク
ヘ
シ
、
仏
蘭
西
僧
ノ
親
切
ナ
ル
ニ
ハ
、
支
那
人
モ
陰
ニ

感
心
セ
リ
、
三
年
ノ
間
、
言
語
ヲ
学
フ
間
ニ
行
状
ト
云
ヒ
親
切
ト
云

ヒ
、
皆
々
感
心
シ
テ
仕
舞
ナ
リ
、
其
後
ハ
出
入
共
ニ
説
教
ス
、
多
人

一
人
ヲ
選
ハ
ス
、
依
テ
当
時
彼
徒
ノ
入
ラ
ヌ
処
ハ
十
八
省
内
湖
南
ノ

ミ
ト
云
ナ
リ
、
支
那
人
ハ
悋
気
深
キ
癖
ア
レ
ト
モ
、
僧
ノ
此
辺
ニ
妬

気
ヲ
挟
マ
サ
ル
ハ
、
イ
カ
ニ
モ
ウ
ル
サ
キ
コ
ト
也
、
依
テ
我
輩
急
ニ
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力
ヲ
尽
シ
、
布
教
ノ
仕
方
ハ
、
仏
蘭
西
ヲ
手
本
ト
ス
ヘ
シ
、
是
ニ
付

テ
モ
本
廟
ニ
古
来
ヨ
リ
異
安
心
ト
云
モ
ノ
ア
リ
、
彼
徒
ハ
イ
カ
ニ
モ

先
輩
ノ
説
ニ
ハ
戻
レ
ト
モ
、
念
仏
ハ
申
ス
也
、
亦
正
義
ノ
人
ヨ
リ
モ

根
気
ヨ
キ
也
、
是
ヲ
責
ア
ケ
テ
、
終
身
ヲ
禁
錮
ス
ル
ハ
ツ
マ
ラ
ヌ
コ

ト
也
、
彼
等
ヲ
ハ
支
那
ニ
遣
シ
、
根
気
能
ク
言
語
ヲ
学
ハ
シ
メ
ハ
、

必
ス
念
仏
ヲ
引
起
サ
ン
、
不
正
義
ノ
念
仏
テ
モ
、
切
支
丹
ヨ
リ
ハ
可

ナ
ル
ヘ
シ
、
又
学
寮
ノ
講
者
モ
、
日
本
斗
リ
ノ
講
者
テ
ハ
残
念
ナ
リ
、

外
国
ニ
遊
フ
ト
、
自
分
ノ
無
学
ニ
モ
気
カ
附
ク
ナ
リ
、
中
外
ニ
度
テ

恥
ル
処
ナ
ク
ハ
、
又
学
徒
ト
ス
ヘ
キ
ナ
リ
、
依
テ
三
十
斗
リ
迠
ニ
学

問
出
来
ハ
、
三
十
以
上
ヨ
リ
支
那
見
物
ニ
出
ル
ヘ
シ
、
長
崎
ヨ
リ
航

海
ス
レ
ハ
、
僅
ニ
二
日
ノ
舟
中
ナ
リ
、
上
海
ヨ
リ
四
日
ニ
天
津
ニ
至

ル
ヘ
シ
、
教
師
ハ
千
辛
万
苦
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
者
也
ト
決
心
ス
ヘ
シ
、

現
ニ
新
法
主
ノ
御
苦
労
ヨ
リ
泝
テ
、祖
師
蓮
師
ノ
事
ヲ
追
思
ス
ヘ
シ
、

〇
扨
南
京
ニ
本
寺
ヲ
作
ン
ト
欲
セ
ハ
、
本
堂
ニ
弥
陀
ヲ
安
シ
、
左

右
ニ
太
神
宮
〈
太
神
宮
ノ
太
ノ
字
ヲ
、
大
ニ
改
ム
ル
ハ
一
往
道
理
モ
ア
レ
ト
モ
、
大

ハ
大
明
大
清
ナ
ト
ノ
ト
キ
ニ
用
ル
文
字
ニ
シ
テ
、
太
宗
太
祖
ナ
ト
ノ
時
ニ
用
ル
文
ニ
非

ス
、
太
神
宮
ハ
本
朝
ノ
御
先
祖
故
ニ
太
ノ
字
可
ナ
リ
、〉
ト
孔
夫
子
ト
ヲ
安
ス
ヘ

シ
、
神
仏
判
然
シ
テ
、
太
神
仏
ニ
非
ス
ト
ス
ル
ハ
、
本
朝
ノ
ミ
ノ
コ

ト
也
、
外
国
ニ
行
フ
ト
キ
ハ
、
屹
度
本
迹
ヲ
立
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
関
羽

ヲ
以
テ
観
音
ト
ス
ル
コ
ト
、
支
那
一
般
ノ
事
ナ
リ
、
又
孔
子
処
立
ハ
、

我
浄
土
真
宗
ノ
俗
諦
規
則
ニ
付
合
ス
ル
故
ニ
之
ヲ
祭
ル
、
大
ニ
支
那

ノ
人
心
ヲ
得
ル
ナ
リ
、
次
ニ
祖
師
堂
ニ
ハ
善
導
・
法
然
・
我
祖
ノ
三

祖
ニ
テ
然
ル
ヘ
キ
也
、
真
実
ニ
我
ニ
菩
提
心
ア
リ
テ
至
誠
神
人
ニ
徹

セ
ハ
、
必
ス
興
隆
ス
ル
ニ
相
違
ナ
キ
也
、
唯
ゾ
メ
キ
心
テ
開
宗
ス
ル

ハ
、
無
用
ノ
事
ナ
リ
、

〇
扨
第
一
ニ
説
教
シ
タ
キ
ハ
孔
子
ノ
教
ナ
リ
、
方
今
ノ
北
京
ノ
風

俗
ハ
尽
ク
孔
子
ノ
意
ニ
反
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
郷
試
ニ
来
リ
シ
儒
者

共
ノ
ア
リ
サ
マ
ヲ
見
ル
ニ
、
裸
体
ニ
テ
飯
ヲ
食
ヒ
、
飯
臺
ノ
下
ニ
痰

ヲ
ハ
キ
、
大
道
ノ
中
ニ
白
昼
ニ
大
便
シ
、
人
ノ
前
ニ
手
鼻
ヲ
カ
ミ
、

尻
ヲ
拭
テ
手
ヲ
洗
ハ
ス
、
朝
一
度
面
ヲ
洗
フ
ノ
ミ
、
臍
以
下
ハ
決
シ

テ
洗
フ
コ
ト
ナ
シ
、
曽
テ
彼
等
ノ
足
ヲ
視
ル
ニ
、
十
年
モ
垢
ヲ
落
サ

ヌ
ナ
リ
、
不
潔
ナ
ル
コ
ト
甚
シ
、
古
ハ
カ
ク
ハ
ア
ル
マ
ヒ
、
夫
ニ
付

テ
モ
日
本
ニ
テ
詩
文
ノ
中
ニ
支
那
人
ヲ
古
事
ニ
引
テ
風
流
ラ
シ
ク
吟

ス
ル
カ
、
ア
ワ
レ
ナ
ル
コ
ト
也
、〈
日
本
ノ
支
那
癖
ア
ル
風
流
人
、
及
詩
文
書

画
ニ
執
心
ス
ル
儒
者
ニ
天
津
北
京
ノ
大
道
糞
屎
ヲ
示
ハ
、
四
十
九
年
ノ
非
ヲ
知
リ
、
サ

ト
リ
ヲ
開
ク
ヘ
シ
、〉

支
那
人
ノ
ア
リ
サ
マ
ヲ
見
レ
ハ
、
日
本
ノ
ウ
ツ
ク
シ
キ
人
ノ
口
ニ

言
レ
ル
処
テ
ハ
ナ
ヒ
、
奴
僕
同
様
ニ
致
シ
テ
モ
ヨ
キ
也
、
是
ハ
決
シ

テ
孔
子
ノ
意
テ
ハ
ア
ル
マ
ヒ
、
孔
子
モ
定
テ
雪
院
手
ハ
洗
ヘ
シ
、
孟

子
以
下
ハ
知
ラ
ヌ
事
、
孔
子
ハ
聖
人
ト
見
ヘ
ル
、
依
テ
是
ヲ
堂
内
ニ
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案
シ
テ
清
潔
ノ
法
ヲ
説
ハ
、
儒
風
モ
一
変
ス
ヘ
シ
、

先
日
謝
月
卿※
５

ニ
逢
シ
ト
キ
、
詩
ヲ
示
ス
、

金
屋
華
堂
夜
欲
無
、
商
家
相
接
幾
千
衢
、

若
教
道
路
変
清
潔
、
五
大
洲
中
第
一
都
、

〈
此
地
ハ
寺
ニ
非
レ
ハ
糞
坑
ナ
シ
、
宿
屋
ト
テ
モ
皆
後
ノ
庭
ノ
中
ニ
処
々
ニ
踞

シ
テ
便
ス
ル
ナ
リ
、
餘
ホ
ト
気
ヲ
附
ケ
ヌ
ト
足
ニ
他
ノ
糞
カ
付
ク
也
、
夜
分

ナ
ト
ハ
容
易
ニ
ハ
行
レ
ヌ
ナ
リ
、
楼
ヨ
リ
小
便
ハ
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
、
尤
モ

楼
モ
皆
塼
ヲ
布
テ
土
間
ナ
リ
、
火
ノ
用
心
ニ
ハ
ヨ
シ
、
身
ノ
為
ニ
ハ
毒
ナ
リ
、

扨
糞
ヲ
ハ
四
五
日
目
ニ
ハ
一
処
ニ
集
テ
山
ノ
如
ク
積
テ
、
之
ヲ
乾
ス
ナ
リ
、

雨
天
ニ
ハ
ト
ケ
テ
庭
一
杯
ニ
流
レ
ル
ナ
リ
、
毎
日
晴
天
ナ
レ
ハ
、
乾
ク
ナ
リ
、

之
ヲ
野
外
ニ
送
リ
養コ
ヤ
シ

ト
ス
ル
也
、
誠
ニ
野
蛮
也
、〉

月
卿
曰
、

京
都
風
俗
壊
極
、
弟
亦
不
以
為
潔
、
外
省
到
処
都
好
、
京
人

不
要
糞
、
并
無
便
室
、
外
省
屋
宇
、
高
至
数
丈
、
磚
砌
瓦
蓋
、

便
室
潔
浄
、
大
師
只
見
一
処
、
未
知
中
国
云
勝
地
也
、
無
怪

見
笑
、
中
国
勝
地
、
広
東
・
漢
口
・
南
京
・
長
沙
・
荊
州
、

沙
市
、
不
可
勝
記
、
北
京
是
中
国
最
陋
之
処
、
若
無
主
上
在

此
、
並
鬼
亦
不
至
此
也
、

コ
レ
ヲ
以
テ
北
京
風
俗
ノ
陋
ナ
ル
コ
ト
知
ル
ヘ
シ
、
外
省
ハ
都
好

ト
云
ヘ
ト
モ
、
上
海
異
人
館
ノ
外
、
一
切
皆
大
道
ニ
便
ス
、
豈
勝
地

ア
ラ
ン
ヤ
、
支
那
人
モ
内
心
ニ
ハ
恥
シ
ク
思
フ
事
此
文
ヲ
以
テ
知
ル

ヘ
シ
、
是
説
教
ノ
手
始
ナ
リ
、

〇
第
二
ノ
説
教
ハ
婦
人
ノ
足
ナ
リ
、
支
那
人
婦
人
ノ
足
ノ
先
キ
ノ

小
キ
ヲ
貴
フ
ナ
リ
、
予
カ
眼
テ
ハ
片
輪
同
様
ニ
見
ユ
レ
ト
モ
、
生
来

美
ト
ス
レ
ハ
片
輪
モ
亦
愛
ス
ヘ
キ
歟
、
此
足
ヲ
小
ク
ス
ル
事
、
殊
ノ

外
暴
虐
ナ
リ
、
三
歳
ヨ
リ
靴
ヲ
ハ
カ
セ
テ
昼
夜
共
ニ
脱
セ
ヌ
也
、
笋

ノ
板
縁
ノ
下
ヨ
リ
穿
チ
出
ル
如
ク
、
靴
ノ
中
ヨ
リ
脱
シ
ソ
ウ
ナ
者
ナ

レ
ト
モ
、
サ
ス
カ
ニ
人
身
ノ
弱
キ
ヌ
ケ
出
モ
セ
ヌ
也
、
併
シ
足
ノ
イ

ミ
ル
ニ
随
テ
、
耐
カ
タ
ヒ
ト
見
ヘ
テ
、
小
児
ハ
脱
キ
タ
ガ
ル
ナ
リ
、

父
母
制
シ
テ
之
ヲ
脱
セ
シ
メ
ヌ
故
ニ
、
父
母
ヲ
虎
狼
ノ
如
ク
怨
ミ
ル

ト
云
コ
ト
也
、
中
嶋注
６

ノ
ハ
ナ
シ
ニ
、
女
郎
モ
靴
ハ
キ
ナ
カ
ラ
ダ
カ
レ

テ
ネ
ル
、
定
テ
足
ノ
先
ハ
五
指
共
ニ
ク
サ
リ
付
テ
居
ル
テ
ア
ラ
フ
ト

云
レ
タ
カ
、
尤
ナ
ル
コ
ト
也
、
コ
レ
ニ
一
ツ
天
然
自
然
ノ
眼
ヲ
開
カ

セ
テ
、
天
下
ノ
女
人
ノ
足
ヲ
助
ケ
タ
ヒ
、
其
父
母
タ
ル
モ
ノ
大
ニ
喜

ニ
相
違
ハ
ナ
キ
也
、
本
朝
人
ノ
眉
ヲ
ソ
リ
、
西
洋
人
ノ
腰
ヲ
絞
ル
、

尽
ク
天
然
ヲ
失
フ
ナ
リ
、何
レ
支
那
ノ
足
ヲ
削
ル
ニ
ハ
至
ラ
ヌ
ナ
リ
、

是
等
モ
日
本
ノ
美
人
ノ
ウ
ツ
ク
シ
キ
全
キ
足
ヲ
見
セ
テ
開
化
セ
ハ
、

暫
時
ノ
間
ニ
開
化
セ
ン
、
畢
竟
嫉
妬
ヨ
リ
出
ル
弊
風
ナ
リ
ト
モ
、
女

人
ノ
姦
通
ハ
足
ハ
小
ク
テ
モ
流
行
ス
ル
也
、
真
宗
ノ
教
ヲ
真
実
ニ
信

セ
ハ
、
足
ハ
削
ラ
ヌ
ト
モ
貞
女
ニ
ナ
ル
ヘ
シ
、
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〇
第
三
ハ
鴉
片
煙
ナ
リ
、
楊
朗
山
朝
ヨ
リ
焼
酒
ヲ
ノ
ム
、
飲
マ
ネ

ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
、
其
故
ハ
十
年
斗
リ
鴉
片
ヲ
飲
ミ
シ
ニ
、
其
餘
毒
今

ニ
祟
ヲ
ナ
ス
ト
、
此
外
官
途
ノ
人
ハ
、
尽
ク
鴉
片
ヲ
飲
ナ
リ
、
一
商

云
ク
、
十
年
ノ
命
ハ
縮
メ
ル
ナ
リ
、
併
シ
呑
カ
ヽ
リ
テ
ハ
ヤ
メ
ラ
レ

ヌ
ナ
リ
、
ヤ
ム
レ
ハ
崇
（
祟
か
）ヲ
ナ
ス
ナ
リ
、
依
テ
真
宗
ノ
門
徒
ハ
飲
ム

コ
ト
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
規
則
ヲ
立
ツ
ヘ
シ
、
例
セ
ハ
回
教
ノ
唯
猪ブ
タ

肉
ヲ

制
ス
ル
如
ク
、
豚
肉
ノ
消
化
セ
ヌ
コ
ト
ハ
洋
人
モ
云
ヘ
リ
、
回
教
ハ

彼
糞
中
ニ
飲
食
ス
ル
故
ニ
制
ス
ル
ナ
ル
ヘ
シ
、
真
宗
ニ
ハ
鴉
片
ノ
一

戒
ヲ
立
ツ
ヘ
キ
コ
ト
也
、
鴉
片
ヲ
飲
者
ハ
長
キ
世
開
山
上
人
ノ
門
徒

タ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
此
一
戒
立
ハ
支
那
人
モ
追
々
ハ
ヤ
メ

テ
数
千
ノ
人
命
夭
死
ヲ
免
ル
ヘ
シ
、

〇
政
府
ノ
事
ハ
、
見
ニ
付
キ
聞
ク
ニ
付
、
間
ヌ
ル
キ
コ
ト
斗
リ
ナ

リ
、
是
ハ
僧
徒
ニ
関
係
セ
ヌ
故
ニ
論
ス
ル
ニ
及
ハ
ヌ
ナ
リ
、
方
今
郷

試
ト
申
シ
テ
、十
八
省
ヨ
リ
召
寄
タ
ル
モ
ノ
一
万
六
千
四
百
人
ナ
リ
、

此
中
ニ
三
年
モ
逗
留
シ
テ
居
ル
ア
リ
、
幾
千
金
ノ
雑
用
ナ
リ
ヤ
、
此

中
ニ
中
試
ハ
千
人
ノ
ヨ
シ
ナ
リ
、
餘
ノ
一
万
五
千
四
百
人
ハ
、
今
日

カ
明
日
カ
ト
中
ヲ
待
ツ
ナ
リ
、
中
ニ
ハ
文
ニ
迂
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
人

ニ
頼
テ
及
第
ス
ル
ト
云
コ
ト
也
、
多
ハ
賄
賂
テ
上
進
ス
ル
ナ
リ
、
学

寮
ノ
今
迠
ノ
講
者
ナ
リ
ノ
弊
ト
同
シ
ト
見
ヘ
ル
也
、
李
鴻
章
カ
如
キ

ハ
、
広
西
ノ
長
毛
ノ
賊
洪
大
全
・
洪
秀
全
ノ
巨
魁
ヲ
擒
ニ
シ
テ
之
ヲ

誅
シ
、
江
南
平
定
ニ
ナ
リ
シ
故
ニ
、
追
封
三
代
・
蔭
子
孫
・
与
国
同

体
ト
、
殊
ノ
外
立
身
シ
当
今
直
隷
ノ
従
督
ト
ナ
レ
ト
モ
、
満
州
大
臣

ニ
媚
ネ
ハ
、
立
身
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
評
判
モ
ア
リ
、
太
平
ノ
久
ク
続
ク

処
ハ
、
何
レ
モ
此
弊
ハ
出
来
ル
ナ
リ
、
喇
嘛
寺
ノ
盛
ナ
ル
ヲ
見
テ
、

満
州
人
ノ
勢
ア
ル
ヲ
知
ル
ヘ
シ
、

〈
皇
統
綿
々
ハ
万
国
無
比
ノ
国
風
ナ
リ
、
此
風
ヲ
以
テ
支
那
ヲ
開
化
セ
ハ
、
今
迠
ノ
事

ハ
仕
方
ナ
シ
、
以
後
ノ
支
那
人
ハ
忠
義
ノ
風
ニ
一
変
ス
ヘ
シ
、
〇
本
朝
ニ
居
ル
ト
本
朝

ノ
ヨ
キ
コ
ト
ニ
気
カ
付
ヌ
、
支
那
ニ
入
レ
ハ
万
事
本
邦
ニ
劣
ル
也
、〉

喇
嘛
僧
ノ
事

喇
嘛
ヲ
初
メ
ハ
羅
馬
ト
同
シ
コ
ト
ト
聞
タ
ル
コ
ト
モ
ア
ル
也
、
北

※
５
　
謝
月
卿
　
科
挙
試
験
の
た
め
、
湖
南
省
か
ら
上
京
し
て
き
た
人
物
。
小
栗
栖
『
北
京
記
事
』
第
十
六
号
「
記
湖
南
謝
重
輝
的
説
話
」（
陳
継
東
『
小
栗
栖
香
頂
の

清
末
中
国
体
験
　
近
代
日
中
仏
教
交
流
の
開
端
』、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
六
年
、
三
九
一
‐
三
九
二
、五
二
七
‐
五
三
一
頁
）
を
参
照
。

※
６
　
中
嶋
　
中
嶋
喜
左
衛
門
の
こ
と
。
商
売
を
し
て
い
た
。
小
栗
栖
の
天
津
滞
在
中
に
世
話
を
し
た
人
物
。
小
栗
栖
『
北
京
記
事
』
第
六
号
「
記
天
津
逢
中
嶋
喜
左
門
」

（
陳
継
東
『
小
栗
栖
香
頂
の
清
末
中
国
体
験
　
近
代
日
中
仏
教
交
流
の
開
端
』、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
六
年
、
二
九
三‒

四
八
〇
頁
）
を
参
照
。
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京
ニ
入
テ
初
テ
仏
法
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
也
、
北
京
ノ
儒
者
モ
当
ニ
ハ

ナ
ラ
ヌ
、
一
儒
ニ
喇
嘛
ノ
事
ヲ
問
ニ
、
奇
怪
ノ
説
ヲ
ナ
セ
リ
、
曰
ク
、

喇
嘛
僧
ハ
哈ハ

嗎マ

蛙
ノ
コ
ト
ノ
多
年
修
練
シ
テ
人
身
ト
化
シ
、
碧
眼
紫

鬚
ト
変
シ
タ
ル
ナ
リ
、
仍
テ
千
年
ノ
蛙
精
ト
云
ナ
リ
、
能
ク
天
文
地

理
ニ
通
ス
、
朝
廷
之
ヲ
敬
ス
ル
コ
ト
神
ノ
如
シ
、
北
方
皇
上
出
身
ノ

地
ニ
ア
リ
、
京
ニ
入
ル
ト
キ
ハ
八
座
ノ
黄
轎
ニ
ノ
ル
、
従
者
無
数
ナ

リ
、之
ヲ
活
仏
ト
ス
ル
ナ
リ
、此
僧
ハ
牛
羊
ヲ
食
ヒ
、綢
緞
ヲ
穿
ツ
也
、

其
徒
黄
衣
ヲ
着
ク
ル
故
ニ
黄ホ
ワ
ン

衣イ

僧ス
ン

ト
云
ナ
リ
、
彼
等
ノ
念
ス
ル
経

ハ
西
方
ノ
仏
経
ニ
非
ス
、
赤
身
露
体
ノ
男
女
ヲ
塑
シ
テ
、
仏
祖
ト
ス

ル
ナ
リ
、
皇
上
之
ヲ
信
シ
玉
フ
故
ニ
、
興シ
ン

旺ワ
ン

ス
ル
ス（
衍
か
）ル
也
、〈
興シ
ン

旺ワ
ン

ト

ハ
ア
バ
レ
マ
ワ
ル
コ
ト
也
、
馬
ノ
ア
ハ
レ
馬
ヲ
興
旺
ト
云
也
、
俗
語
也
、
西
京

ノ
三
条
通
リ
ニ
清
楚
貨
殖
ト
ア
リ
タ
リ
、
此
清
楚
ト
云
ハ
、
算
用
シ
テ
滞
リ
ナ

ク
払
ヒ
仕
舞
コ
ト
也
、
時
々
受
取
書
附
ニ
清チ

ン

楚ツ
ー

完ワ
ン

了リ
ヤ
ウ

ト
書
シ
テ
ア
リ
、
一
銭
モ

不
残
、
清
浄
ニ
楚
々
ト
算
用
相
済
ム
ト
云
コ
ト
也
、〉
五
壇
ノ
祈
禱
モ
第
一

ニ
大
臣
ヲ
遣
リ
、
第
二
ニ
ハ
皇
上
喇
嘛
ヲ
引
テ
祈
リ
玉
フ
也
、
此
活

仏
モ
尤
モ
前
後
五
百
年
ノ
事
ニ
通
ス
ル
ナ
レ
ト
モ
、
江
西
ノ
天
師
ヲ

怕
ル
也
、
江
西
ノ
龍
虎
山
ニ
天
師
ア
リ
、
乃
チ
道
士
ナ
リ
、
法
術
ア

リ
テ
、
掌
中
雷
・
上
天
梯
等
ノ
事
ニ
通
ス
、
其
徒
紅
衣
ヲ
着
ク
ル
故

ニ
紅
衣
ト
名
ク
ル
也
、
彼
喇
嘛
活
仏
ナ
ル
モ
ノ
、
仏
法
ト
道
教
ト
ヲ

滅
セ
ン
ト
セ
シ
ニ
、
天
師
来
テ
法
ヲ
金
殿
ニ
闘
ス
、
活
仏
敗
北
シ
テ

其
原
形
ヲ
現
ス
、
コ
レ
ヲ
以
テ
恐
ル
ヽ
ナ
リ
、
コ
レ
ヨ
リ
道
士
モ
十

年
一
朝
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
タ
リ
、
仏
法
ノ
僧
ハ
青
衣
ヲ
付
ク
ル
故
ニ

青
衣
ノ
僧
ト
云
、
青
衣
ノ
僧
ノ
修
練
シ
テ
用
ヒ
ラ
レ
テ
其
禄
ヲ
奪
ン

コ
ト
ヲ
恐
ル
ゝ
ナ
リ
ト
云
云
、
如
是
北
京
ニ
ア
リ
ナ
カ
ラ
、
儒
者
ナ

ト
ハ
喇
嘛
ノ
事
ヲ
知
ラ
ヌ
ナ
リ
、

龍
泉
寺
ノ
一
僧
ニ
聞
ク
ニ
、
決
シ
テ
外
道
ニ
非
ス
、
真
実
ノ
仏
法

ナ
リ
、
中
国
ノ
仏
経
ヲ
持
ス
、
経
文
ヲ
誦
ス
ル
コ
ト
ハ
梵
字
ノ
儘
ヲ

誦
ス
ル
ナ
リ
、
古
特
国※
７

ノ
字
体
ナ
リ
、
唯
牛
羊
ノ
半
生
半
熟
ノ
肉
ヲ

啖
フ
ナ
リ
、
国
家
ノ
之
ヲ
崇
敬
ス
ル
コ
ト
ハ
、
其
能
ク
蒙
古
人
ヲ
降

伏
ス
ル
故
ナ
リ
、
蒙
古
人
尤
モ
喇
嘛
ヲ
信
ス
ル
ナ
リ
、
喇
嘛
寺
ノ
中

ニ
栴
檀
寺
ナ
ル
ア
リ
、
此
寺
ニ
優
塡
王
ノ
刻
ス
ル
処
ノ
栴
檀
ノ
仏
像

ア
リ
、
姚
秦
年
間
ニ
中
国
ニ
入
ル
、
宇
内
無
双
ナ
リ
、
一
見
シ
玉
ヘ

ト
云
云
、〈
嵯
峨
ノ
清
涼
寺
ノ
像
ト
同
シ
コ
ト
也
、
何
レ
カ
是
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
、〉

本
月
十
一
日
七
月
二
十
日
柏
林
寺
ヨ
リ
雍ユ
ン

和ホ
ー

宮グ
ン

ニ
入
ル
、
喇
嘛
寺

ナ
リ
、
頗
ル
大
寺
ナ
リ
、
仏
寺
ノ
八
大
ニ
勝
ル
コ
ト
遠
シ
、
一
喇
嘛

引
道
シ
テ
最
後
ノ
仏
堂
ニ
入
ル
、
阿
弥
陀
仏
ノ
立
像
七
丈
二
尺
ト
云

ナ
リ
、
南
都
ノ
大
仏
ヨ
リ
ハ
高
キ
様
ニ
見
ヘ
ル
ナ
リ
、
木
像
ナ
リ
、

美
ヲ
尽
セ
リ
、
三
層
楼
ア
リ
、
四
階
ヲ
ヘ
テ
最
上
ニ
上
ル
ニ
仏
面
前

ニ
至
ル
也※
８ 

、
楼
上
ニ
無
量
ノ
仏
ア
リ
、
中
ニ
五
臺
ヲ
作
リ
、
文
殊

ノ
像
ア
リ
、
宛
ト
シ
テ
生
ル
コ
ト
シ
、
頗
ル
霊
作
ナ
リ
、
予
画
ニ
劣
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※
７
　
古
特
国
　
唐
古
特
、
タ
ン
グ
ー
ト
、
西
夏
国
の
こ
と
で
あ
る
。

※
８
　
底
本
に
阿
弥
陀
堂
の
建
築
の
図
形
が
描
か
れ
て
い
る
。
最
上
層
に
「
仏
面
」・
中
層
に
「
仏
胸
」、
最
下
層
に
「
仏
腰
下
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
（
二
八
頁
上
段
画

像
参
照
）。

※
９
　
三
つ
の
梵
字
が
入
る
が
判
読
し
難
い
た
め
、
原
文
の
画
像
を
貼
付
し
た
。

ナ
ル
故
ニ
図
ス
ル
コ
ト
不
能
ナ
リ
、
此
外
ニ
仏
堂
僧
房
大
門
小
門
夥

シ
キ
コ
ト
也
、
肉
食
ス
ル
ト
見
ヘ
テ
顔
色
光
沢
ア
リ
、
不
立
文
字
ノ

僧
ニ
似
サ
ル
也
、
柏
林
寺
ノ
僧
云
ク
、
此
寺
ニ
一
千
二
百
人
ノ
僧
ア

リ
、
毎
日
十
点
餘
ニ
説
法
ア
リ
、
説
法
僧
ハ
西
蔵
ヨ
リ
請
待
シ
来
ル

ナ
リ
、
毎
日
ノ
飯
代
弐
十
両
ヲ
費
ス
也
、
皆
皇
上
ヨ
リ
賄
ヒ
玉
フ
ナ

リ
、
経
文
ハ
西
蔵
ノ
梵
文
ナ
リ
、
天
竺
ノ
東
シ
、
中
国
ノ
西
ニ
当
ル
、

満
州
ヨ
リ
八
千
里
ア
リ
、
経
文
ニ
満
州
字
ア
リ
、
西
蔵
字
ア
リ
、
彼

カ
講
説
ハ
西
蔵
経
ナ
リ
、
●
●
●
●※
９

コ
レ
西
蔵
ノ
梵
字
ナ
リ
、
満
字

ト
同
シ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
云
云
、
コ
レ
ヲ
以
テ
喇
嘛
ノ
事
知
ル
ヘ
シ
、

方
今
千
二
百
人
ノ
僧
ヲ
養
テ
説
法
セ
シ
ム
ル
コ
ト
、
宇
内
ニ
希
ナ
ル

コ
ト
也
、清
朝
ノ
因
循
ナ
カ
ラ
運
ノ
ヨ
キ
ハ
全
ク
此
故
ニ
ヨ
ル
ヘ
シ
、

此
僧
ノ
中
ニ
ハ
定
テ
学
者
ア
ル
ヘ
シ
、〔
予
モ
〕
一
往
禅
寺
ノ
語
学

成
ハ
、
彼
寺
ニ
入
テ
天
竺
ノ
事
ヲ
キ
ヽ
タ
キ
也
、
彼
已
ニ
念
仏
ス
、

彼
已
ニ
肉
食
ス
、
一
転
セ
ハ
真
宗
ニ
入
ル
ヘ
シ
、
支
那
僧
モ
陰
ニ
ハ

之
ヲ
拒
メ
ト
モ
、
朝
廷
ノ
用
ユ
ル
処
ナ
レ
ハ
、
敬
従
セ
サ
ル
コ
ト
ハ

ナ
ラ
ヌ
也
、
是
我
真
宗
ノ
開
ケ
ル
兆
ナ
ル
ヘ
シ
、
満
州
ノ
経
文
ノ
一

片
ヲ
送
ル
、
イ
カ
ニ
モ
西
蔵
文
字
ト
ハ
異
ナ
ル
ナ
リ
、
見
ル
ヘ
シ
、

○
実
ニ
東
西
合
議
ノ
上
、
注
意
ス
ヘ
キ
ハ
支
那
ナ
リ
、
南
京
ニ

本
寺
ヲ
立
ン
ト
欲
セ
ハ
、
先
北
京
ニ
入
リ
、
政
府
ノ
向
背
ヲ
諳
シ
、

十
八
省
ノ
地
理
人
情
ヲ
照
シ
テ
、
而
後
ニ
可
ナ
ル
ヘ
シ
、

回
々
教
ノ
事

天
津
北
京
ヨ
リ
、
盛
京
蒙
古
前
後
蔵
ニ
ハ
喇
嘛
モ
行
ル
レ
ト
モ
、

勢
ノ
ヨ
キ
ハ
回
々
ナ
リ
、
喇
嘛
ハ
朝
威
ノ
仮
ル
、
回
々
ハ
人
心
ヲ
結

フ
ナ
リ
、『
瀛
環
志
略
』
ニ
ア
ル
如
ク
、
教
ニ
入
ラ
サ
ル
処
ヲ
ハ
戦

伐
シ
テ
奪
フ
ナ
リ
、
雲
南
貴
州
陝
西
甘
粛
等
ノ
諸
省
十
八
年
ノ
間
ノ

大
乱
ハ
、
回
徒
ノ
乱
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
、
此
回
ニ
モ
幾
派
モ
ア
ル
ト
見
ヘ

テ
、
乱
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ヲ
花
帽
回
ト
名
ク
、
此
外
ニ
沖
回
ア
リ
、
猖
回

ア
リ
、
古
回
ア
リ
ト
云
コ
ト
也
、
此
教
旨
ノ
事
ハ
、
後
日
又
申
送
ル

ヘ
シ
、

僧
徒
ノ
悪
口
ニ
、
回
徒
ノ
寺
中
ニ
中
間
ニ
一
大
幔
ア
リ
、
此
内
ニ

一
大
驢
馬
ヲ
塑
ス
、
蓋
シ
陽
的
ナ
リ
、
其
下
ニ
、
一
女
人
ヲ
塑
ス
、
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其
女
人
驢
馬
ト
相
交
ル
ナ
リ
云
云
、コ
レ
ハ
見
タ
コ
ト
カ
ナ
ヒ
故
ニ
、

浮
説
ヲ
唱
ヘ
ル
ト
見
ヘ
ル
、
人
馬
相
交
ル
コ
ト
ハ
前
ノ
蛙
精
ト
同
シ

ク
虚
説
ナ
レ
ト
モ
、
是
ハ
回
々
ノ
瑪
合
米
徳※1
※

ノ
所
立
ナ
ル
コ
ト
諸
書

ニ
顕
然
タ
リ
、
偶
像
ヲ
立
ヌ
故
ニ
此
説
ア
ル
也
、
予
思
ニ
切
支
丹
ノ

中
ノ
耶
蘇
教
ハ
此
回
々
ヨ
リ
一
転
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
天
主
ノ
第
二

戒※※
※

全
ク
回
々
ニ
依
ル
ト
見
ヘ
タ
リ
、
何
分
天
竺
ノ
事
天
外
道
ヨ
リ
一

転
シ
タ
ル
洋
教
回
教
ナ
レ
ト
モ
、
仏
教
ニ
違
反
シ
テ
、
般
若
ノ
智
ヲ

欠
ク
故
ニ
流
転
ノ
因
ト
ナ
ル
コ
ト
、
哀
ム
ヘ
シ
、
此
邪
ノ
盛
ナ
ル
ヲ

見
テ
救
フ
ノ
心
ナ
キ
ハ
、
大
道
心
有
情
ト
云
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
耶

蘇
教
ノ
盛
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
上
海
以
来
ノ
コ
ト
故
ニ
、
弁
ス
ル
ニ
及
ハ

ヌ
、○

支
那
開
宗
ニ
付
テ
、第
一
ノ
目
的
ニ
支
那
ノ
言
語
ヲ
一
変
シ
テ
、

本
朝
ノ
語
ニ
改
ム
ヘ
キ
コ
ト
也
、
支
那
モ
朝
廷
上
テ
ハ
満
州
語
ヲ
交

ヘ
用
ル
ナ
リ
、
門
ノ
額
モ
小
銭
ノ
字
モ
、
満
州
字
ヲ
交
ヘ
テ
ア
ル
ナ

リ
、
コ
レ
ラ
ナ
ケ
レ
ハ
、
満
州
人
カ
分
ラ
ヌ
ナ
リ
、
満
州
ノ
田
舎
語

サ
ヘ
通
用
ス
ル
ニ
、
本
朝
ノ
慥
ナ
ル
神
代
以
来
ノ
言
語
通
行
ス
ル
ニ

相
違
ナ
シ
、
予
支
那
ノ
言
語
ヲ
学
フ
ニ
、〔
口
ニ
〕
戻
リ
テ
云
レ
ヌ

コ
ト
多
シ
、
平
桓
荘
釐
恵
襄
頃
。
匡
定
簡
霊
景
悼
侔※1
※

。 

ノ
二
句
ヲ
、

ピ
ン
　
ホ
ワ
ン
　
ツ
ワ
ン
　
リ
ー
　
ホ
イ
　
シ
ヤ
ン
　
チ
ン
。
コ
ワ

ン
　
チ
ン
　
チ
エ
ン
　
リ
ン
　
チ
ン
　
タ
ウ
　
ム
ー
ト
ヨ
ム
ナ
リ
、

其
〔
外
〕　
シ
ユ
ワ
ン
宣
　
ホ
ワ
ン
皇 

　
イ
ワ
ン
元
　
ア
ヲ
鏖
　
チ

ヤ
ヲ
肇 

等
ノ
ヨ
ミ
ニ
ク
キ
文
極
テ
多
シ
、
支
那
人
ノ
口
ヲ
ユ
カ
メ

タ
リ
、
目
ヲ
引
ハ
リ
タ
リ
、
手
様
ヲ
シ
タ
リ
シ
テ
言
フ
ハ
、
文
字
ノ

ヨ
ミ
ニ
ク
キ
ニ
ヨ
ル
也
、

本
朝
ノ
言
ハ
穏
ニ
シ
テ
静
ニ
用
ヲ
辨
ス
ル
コ
ト
、
宇
内
ニ
並
フ
ナ

キ
也
、
別
シ
テ
哥
ノ
手
仁
葉
ニ
ハ
、
ツ
ヽ
キ
ト
云
コ
ト
ア
リ
テ
、
言

ノ
連
続
ス
ル
コ
ト
、
実
ニ
天
然
自
然
ニ
出
ル
也
、
此
言
ニ
一
変
シ
タ

キ
コ
ト
也
、之
ヲ
一
変
ス
ル
ニ
ハ
所
謂
魚
ヲ
得
ル
ノ
筌
カ
入
用
ナ
リ
、

先
一
往
支
那
語
ニ
通
シ
、
神
代
ノ
巻
モ
御
仮
名
聖
教
モ
漢
文
ニ
改
メ

テ
、
支
那
ノ
儒
者
モ
感
心
ス
ル
様
ニ
シ
テ
、
一
往
彼
ニ
ヨ
マ
セ
、
信

セ
サ
セ
、
而
後
ニ
喇
嘛
僧
ノ
梵
字
ヲ
教
ヘ
ル
コ
ト
ク
、
本
居
ノ
『
古

訓
古
事
記
』
モ
御
聖
教
モ
ヨ
マ
セ
タ
キ
也
、
夫
ヨ
リ
漸
々
ニ
引
入
セ

ハ
、
支
那
中
尽
ク
邦
語
ト
ナ
ル
ヘ
シ
、
然
ル
時
ハ
再
ヒ
云
ヒ
ニ
ク
ヒ

イ
ワ
ン 

チ
ユ
ワ
ン
等
ノ
言
ハ
ナ
ク
ナ
ル
ヘ
シ
、
支
那
人
モ
平
易
ニ

物
カ
云
レ
タ
ナ
ラ
ハ
、婦
人
ノ
足
ノ
束
縛
ヲ
解
ク
コ
ト
ク
喜
フ
ヘ
シ
、

○
支
那
開
宗
ノ
前
ニ
、
学
寮
学
風
ヲ
一
洗
イ
タ
シ
タ
キ
コ
ト
也
、

倶
舎
・
唯
識
・
華
厳
・
天
台
ノ
学
ハ
暫
時
モ
廃
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト

ハ
勿
論
ナ
リ
、
此
上
ニ
天
文
地
理
ト
西
洋
学
ト
支
那
学
ト
ヲ
開
ク
ヘ

キ
ナ
リ
、
宗
学
ニ
次
テ
ノ
急
務
ハ
支
那
学
ナ
リ
、
小
子
ハ
三
年
シ
タ

ナ
ラ
ハ
言
語
ニ
通
ス
ヘ
シ
、
是
ハ
本
邦
ニ
テ
支
那
ノ
言
語
ニ
通
セ
サ
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ル
故
ニ
、
無
用
ノ
光
陰
ヲ
学
語
ニ
テ
消
ス
ル
ナ
リ
、
依
テ
此
節
『
幼

学
須
知
』
ト
『
詩
韻
含
英
』
ト
四
書
ト
三
部
経
ニ
支
那
音
ヲ
ツ
ケ
テ
、

来
年
成
就
ノ
上
ニ
送
ル
故
ニ
、
有
志
ニ
ヨ
ミ
習
ハ
セ
テ
、
三
年
斗
リ

モ
ヨ
マ
セ
テ
置
テ
、
支
那
ニ
入
テ
ハ
、
語
学
斗
リ
ニ
シ
テ
置
カ
ハ
、

大
ニ
力
ヲ
省
ク
ヘ
シ
、
又
外
ニ
支
那
俗
語
ヲ
集
テ
、
二
三
千
言
斗
リ
、

和
訓
ト
対
映
シ
テ
送
ル
積
リ
ナ
リ
、
何
卒
上
木
シ
テ
貰
ヒ
タ
キ
也
、

支
那
ハ
十
八
省
言
語
皆
異
ナ
リ
、
漢
東
ノ
音
ト
北
京
ノ
音
ト
ハ
大
ニ

異
リ
、
言
ノ
ツ
ヽ
リ
モ
異
リ
、
此
庵
ニ
四ス
ー

川
チ
ヨ
ワ
ン

ノ
人
郷
試
ニ
来
ル
カ
、

庵
僧
ハ
更
ニ
彼
カ
言
ハ
解
ヌ
也
、
依
テ
北
京
言
ヲ
本
ト
シ
テ
、
十
八

省
各
々
ニ
一
両
僧
宛
ツ
カ
ワ
シ
テ
、
処
々
ノ
言
語
ヲ
学
セ
タ
キ
コ
ト

ナ
リ
、〈
北
京
語
ハ
十
八
省
ニ
通
用
シ
テ
、
十
八
省
ノ
言
ハ
其
一
省
中
ニ
限
ル

也
、〉
支
那
ノ
言
語
ヲ
覚
ヘ
、漢
文
ヲ
以
テ
一
往
御
仮
名
聖
教
ヲ
訳
シ
、

支
那
人
ニ
施
ス
カ
徳
川
ニ
一
往
七
十
万
石
ヲ
施
ス
ノ
妙
ナ
リ
、

○
衣
裳
ノ
事
モ
僧
徒
丈
ハ
一
定
シ
テ
置
ク
ヘ
シ
、
僧
徒
ノ
衣
裳
ハ

西
洋
ト
支
那
ト
本
朝
ト
ヲ
折
衷
ス
ヘ
シ
、
衣
ハ
筒
袖
可
ナ
リ
、
併
シ

西
洋
ハ
餘
リ
狭
ナ
リ
、
支
那
ハ
餘
リ
長
シ
、
支
那
ノ
如
ク
寛
ニ
シ
テ
、

西
洋
ノ
如
ク
短
ク
ス
ヘ
キ
ナ
リ
、
裳
ハ
日
本
ノ
ハ
カ
マ
ヨ
キ
也
、
別

ニ
考
ニ
及
ハ
ヌ
ナ
リ
、
西
洋
テ
ハ
、
ス
ホ
ン
・
マ
ン
テ
ル
、
支
那
テ

ハ
襖
子
・
褲
子
ト
云
ナ
リ
、
何
レ
モ
上
下
衣
裳
ノ
事
ナ
リ
、
法
主
ハ

白
衣
紫
袴
可
ナ
リ
、
法
妃
ハ
紫
衣
緋
袴
可
ナ
リ
、
法
衣
ノ
事
ヲ
袍パ
ウ

子ツ
ー

ト
云
ナ
リ
、
是
ハ
日
本
ノ
直
綴
并
ニ
裳
附
ニ
〔
袈
裟
ハ
〕
五
条
七
条

可
也
、
支
那
ノ
法
衣
ハ
不
可
ナ
リ
、
支
那
僧
ハ
絹
衣
ヲ
一
切
用
ヒ
ヌ

故
ニ
、
末
代
ノ
人
望
ヲ
失
フ
ナ
リ
、
本
朝
ノ
金
爛
ヲ
見
セ
ハ
、
定
テ

警（
驚
か
）愕

ス
ヘ
シ
、
満
州
人
ノ
寺
ヲ
作
ル
コ
ト
ク
、
初
ハ
人
ヲ
驚
ス
事

可
ナ
リ
、

○
帽
子
ハ
禅
宗
ノ
帽
子
ハ
不
可
也
、
烏
ノ
オ
ト
シ
ノ
コ
ト
キ
也
、

道
士
ノ
冠
頗
ル
風
韻
ア
リ
、
コ
レ
ニ
四
面
ニ
金
絲
ノ
房
ヲ
垂
ハ
、
尤

モ
可
ナ
ル
ヘ
シ
、
北
京
ハ
尤
モ
寒
地
故
ニ
、
旧
暦
七
月
以
後
ハ
帽
子

入
用
ナ
リ
、

○
婚
礼
ノ
式
モ
、
開
山
ノ
前
ニ
往
約
ヲ
結
セ
ル
コ
ト
肝
要
ナ
リ
、

憲
一
ニ
兼
テ
申
含
メ
ル
如
シ
、

○
法
事
ノ
音
楽
ノ
事
ハ
、
御
所
ノ
伶
人
ノ
旧
音
楽
可
ナ
ル
ヘ
シ
、

喇
麻
（
嘛
か
）寺
ニ
ハ
定
テ
音
楽
ア
ラ
ン
、
後
日
申
シ
送
ル
ヘ
シ
、

○
葬
式
ハ
支
那
ハ
聖
人
風
ニ
テ
餘
程
手
厚
キ
コ
ト
也
、
日
本
人
ノ

※
10
　
瑪
合
米
徳
　
イ
ス
ラ
ム
教
の
創
始
者
の
ム
ハ
ン
マ
ド
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
語
訳
で
は
穆
罕
默
德
と
な
っ
て
い
る
。

※
11
　
天
主
ノ
第
二
戒
　
モ
ー
セ
の
十
戒
の
第
二
戒
「
汝
、
天
主
の
聖
名
を
み
だ
り
に
呼
ぶ
な
か
れ
」
を
指
す
。

※
12
　『
幼
学
須
知
』
に
あ
る
周
王
の
名
。
小
栗
栖
は
そ
れ
を
教
科
書
と
し
て
、
楊
朗
山
と
い
う
寺
塾
の
先
生
の
も
と
で
中
国
語
の
発
音
を
学
習
し
た
。
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及
ハ
ヌ
コ
ト
也
、『
礼
記
』
ノ
通
リ
ニ
ハ
セ
ネ
ト
モ
、
哭
泣
ノ
事
モ
、

カ
リ
モ
カ
リ
ノ
コ
ト
モ
、
寺
賽
詣
ノ
事
モ
、
日
本
人
ノ
薄
情
ト
ハ
大

ニ
異
ナ
リ
、
依
テ
正
覚
ノ
花
ヨ
リ
化
生
シ
テ
、
衆
生
ノ
願
楽
満
足
ス

テ
ハ
、
支
那
ノ
人
情
ニ
ハ
合
セ
ヌ
ナ
リ
、
無
常
ノ
人
情
ヨ
リ
、
葬
式

ヲ
ク
ミ
立
テ
、『
礼
記
』
等
ヨ
リ
折
衷
シ
タ
キ
コ
ト
也
、
此
外
万
般

ノ
コ
ト
ハ
、
東
西
両
法
主
ノ
斟
酌
ヲ
希
フ
ヘ
シ
、〈
此
地
ニ
城
隍
廟
ト

申
シ
テ
、
京
中
ノ
死
人
ノ
魂
ヲ
送
ル
処
ア
リ
、
七
月
十
五
日
ノ
盆
灯
籠
ニ
大
ナ

ル
舟
ヲ
作
テ
献
ス
、
一
切
之
ヲ
ヤ
リ
賑
々
シ
キ
コ
ト
ナ
リ
、
道
士
ノ
寺
ニ
テ
頗

ル
奇
観
ナ
リ
、閻
王
等
尽
ク
安
置
ス
ル
、道
士
ノ
事
モ
後
日
申
シ
遣
ス
ヘ
シ
、種
々

ノ
教
法
更
ニ
取
締
ナ
キ
也
、〉

○
コ
レ
ニ
付
テ
、
法
主
イ
ヨ
〳
〵
支
那
開
宗
ニ
決
心
セ
ハ
、
東
西

両
連
枝
ヲ
明
年
五
月
〔
迠
〕
ニ
北
京
ニ
御
苦
労
ヲ
願
ヒ
タ
キ
也
、
五

年
モ
遊
学
ナ
サ
レ
タ
ラ
ハ
、
言
語
ハ
勿
論
詩
文
ニ
通
シ
玉
フ
ニ
相
違

ナ
キ
也
、
然
ハ
小
子
モ
御
待
申
上
ケ
、
随
従
シ
テ
開
宗
ノ
御
手
伝
ヲ

申
シ
上
ク
ヘ
シ
、
西
連
ノ
御
供
〔
ハ
〕
連
城
可
ナ
リ
、
東
連
ノ
御
供

ハ
観
源※1
※

可
ナ
リ
、
金
子
ハ
一
人
ニ
テ
モ
三
十
元
、
二
人
ニ
テ
モ
五
十

元
ニ
ハ
及
ハ
ヌ
ナ
リ
、
五
人
以
上
ニ
ナ
レ
ハ
大
ニ
安
直
ナ
ル
工
夫
ア

リ
、〈
衣
類
ト
翫
具
ト
書
物
ト
ヲ
求
メ
ネ
ハ
、
飯
代
束
脩
酒
炭
等
二
十
二
三
元

ニ
テ
、
一
月
清
楚
ス
、
来
年
五
月
迠
ニ
ハ
帰
リ
、
雑
用
ヲ
送
ル
ヘ
シ
、
洋
金
百

元
可
ナ
ル
ヘ
シ
、
昨
日
衣
裳
鞋
韈
帽
子
一
切
之
ヲ
求
メ
タ
リ
、
龍
泉
寺
ニ
托
ス

ル
也
、
洋
銀
十
三
元
餘
ナ
リ
、
北
京
諸
色
ノ
高
キ
ニ
ハ
驚
ク
ナ
リ
、
蚊
帳
持
参

シ
テ
仕
合
セ
リ
、
連
枝
御
出
ナ
ラ
ハ
、
何
モ
カ
モ
持
参
シ
玉
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
、〉

明
年
五
月
迠
ニ
ハ
イ
カ
ヨ
フ
ニ
モ
シ
テ
開
宗
ノ
根
本
ヲ
立
ツ
ヘ

シ
、
若
此
ニ
注
目
シ
玉
ハ
ス
ン
ハ
、
致
シ
方
ハ
ナ
キ
也
、
予
ハ
当
年

中
儒
仏
ヲ
学
ヒ
、
来
年
ハ
喇
嘛
ニ
入
リ
、
五
月
ニ
五
臺
山
ニ
上
リ
、

六
月
ニ
上
海
ニ
帰
リ
、
寧
波
ヨ
リ
天
台
山
ニ
上
リ
、
七
月
上
旬
ニ
帰

国
ス
ヘ
シ
、
此
事
ヲ
両
法
主
ニ
直
々
ニ
言
上
シ
テ
貰
ヒ
タ
キ
也
、

○
支
那
ノ
名
物
尽
ク
北
京
ニ
集
ル
、
珠
玉
ヲ
始
メ
書
画
類
ハ
無
量

ナ
リ
、
書
物
モ
買
度
キ
者
斗
リ
也
、
法
主
ノ
御
望
ア
ラ
ハ
、
注
文
ナ

サ
レ
ン
コ
ト
ヲ
乞
ナ
リ
、
予
モ
来
年
六
月
迠
ニ
ハ
雑
用
十
分
ア
ル
ヘ

シ
、
帰
舟
丈
ハ
借
財
ニ
ナ
ル
ヘ
シ
、
依
テ
上
海
公
館
ニ
申
遣
シ
、
金

子
ヲ
切
手
テ
送
リ
貰
ヒ
タ
キ
ナ
リ
、
北
京
ニ
日
本
公
使
代
ニ
莪
羅
斯

人
ア
リ
、
其
切
手
ヲ
以
テ
借
用
シ
テ
帰
ン
、
併
シ
法
主
開
宗
ノ
思
召

ア
ラ
ハ
、
予
ハ
帰
ル
ニ
及
ハ
ヌ
ナ
リ
、
已
上
二
十
二
枚
灯
下
ニ
認
メ

了
ル
、

皇
九
月
十
三
日
夜
　
清
七
月
二
十
二
日
夜

追
記

書
状
ノ
当
所
ハ
先
便
申
遣
通
リ

北
京
前
門
外
南
横
街
南
堂
字
胡
同
南
　
龍
泉
寺
内
清
慈
庵
日
本
香
頂
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一
　
上
海
已
来
書
状
五
回
遣
ス
ナ
リ

七
月
二
十
六
日
　
上
海
第
一
号

八
月
一
日
　
上
海
第
二
号
　
範
一
ニ
托
ス
　
此
日
出
帆

八
月
八
日
　
天
津
第
三
号
　
山
西
輪
船
ニ
托
ス

八
月
十
日
　
天
津
第
四
号
　
中
嶋
ニ
托
ス
　
此
日
乗
舟

八
月
二
十
日
　
北
京
第
五
号
　
天
津
楊
僙
ニ
托
シ
天
津
栄
華
桟
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
上
海
公
館
ニ
送
ル

已
上
五
号
ナ
リ
、
相
達
ス
ル
ヤ
否
ヤ 

今
節
合
シ
テ
第
六
号
ナ
リ
、
伏
乞
神
明
加
護
之
ヲ
珍
旨
ニ
送
ン

コ
ト
ヲ
、

此
地
ニ
信
局
多
シ
、
李
鉄
拐
斜
街
ト
云
処
ニ
天
泰
号
・
丞
大
号
・

天
有
号
・
正
太
号
等
ノ
伝
信
店
ア
ル
ト
云
コ
ト
也
、
十
五
六
日
ニ
ハ

天
津
ノ
回
報
ヲ
得
ル
ト
云
コ
ト
故
ニ
、
此
書
状
ヲ
托
ス
ル
ナ
リ
、
洋

銀
二
元
ヲ
モ
取
ル
評
判
ナ
リ
、
後
便
シ
申
ス
へ
シ
、
其
地
ヨ
リ
ハ
唯

上
海
公
館
ニ
報
テ
龍
泉
寺
可
然
ナ
リ
、

皇
九
月
十
六
日
　
清
七
月
二
十
五
日
　
八
洲

小
栗
憲
一
殿
　
妙
正
寺
大
旨
殿
　
観
源
殿
　
他
見
ハ
用
捨
ア
ル
ヘ
シ

※
13
　
連
城
と
は
、
赤
松
連
城
（
一
八
四
一
‐
一
九
一
九
）
の
こ
と
、
西
本
願
寺
派
の
学
僧
で
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。
観
源
は
小
栗
栖
香
頂

の
弟
子
の
こ
と
。
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